
朝山・大田道路

事業概要

あ さ や ま お お だ

平成１８年７月豪雨災害により国道９号
に３５時間の全面通行止め
（片側交互通行７９日間）

状況写真

一般国道９号 朝山・大田道路

：平成27年度工事予定箇所
凡 例

T’10=18,100台/日

事業箇所図

一般国道９号の出雲市と大田市境の「仙山峠」付近は、急カーブが連続し交通事故の多発する島根県内でも有数の交通の難所と

なっています。また、平成１８年７月豪雨災害では、国道９号が全面通行止めとなる等、災害が頻発する区間ともなっています。

朝山・大田道路は、このような課題を解決するため計画された道路で、島根県大田市朝山町朝倉から大田市久手町刺鹿に至る延

長６．３kmの自動車専用道路で、平成１９年度に事業着手しています。

平成２７年度は、平成２９年度の供用に向け、埋蔵文化財調査、道路改良工事、橋梁上部工事を促進します。

事業推進

平成２９年度供用予定※

江谷川橋 大原川橋

※用地買収及び関係機関との協
議等が速やかに完了する場合。

線形不良箇所

（大田市朝山町 R=100m）


